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出前授業について

　大阪河﨑リハビリテーション大学では、高等学校・地域住民の求めに
応じて、大学教員が出向して講義などを行う「出前授業」を実施して
おります。
　出前授業は、大学の教育や本学が培ってきた研究成果に、気軽に触れ
ることで、学び・研究する事への喜びを知っていただくため行っている
事業です。学校での体験学習や生涯学習の一環としてお役立ていた
だけるよう、幅広いテーマをご用意しております。
　講師派遣料は頂いておりませんので、どうぞお気軽にご利用ください。

申し込み方法等

１、裏面の申込用紙に必要事項をご記入の上ＦＡＸもしくは E-mail
　　にてご連絡ください。高校関係の方はアドミッション・オフィス、
　　地域住民の方は庶務係が受付窓口になります。
　　（受付後、本学担当者より内容確認のご連絡をさせて頂きます。）
２、ご希望の授業及び日程で調整させて頂きますが、ご希望に添えな
　　い場合もございます。その場合は、ご相談させて頂き代替案及び
　　代替日程のご提案をさせて頂きます。
３、本冊子に掲載している授業のほかにも、「このような授業を行っ
　　て欲しい」等のご要望がございましたら、お気軽にご相談ください。
４、当日の授業実施にあたり、「大阪河﨑リハビリテーション大学 企画」
　　である旨の明示をお願い致します。



大阪河﨑リハビリテーション大学について

本学はリハビリテーションに「こだわり」を持ち、リハビリテー
ションに「真 」に取り組み、リハビリテーションに「特化」した
大学です。
・河﨑の「こだわり」…
　“ひと” を治す力を身に付け、期待されている以上の結果を出す。
　そんな医療人を育成します。
・河﨑の「真 」な取り組み…
　患者様一人ひとりに寄り添い、病症・障がいを診るのではなく
“ひと” を診る。病気や障がいのある方を支えきる。
　そんな医療人を育成します。
・河﨑の「特化」…
　理学療法学・作業療法学・言語聴覚学の 3専攻を置き、他専攻と
の交流の中でチーム医療を実践する上で欠かせない “他職種と連携
する力” を身に付ける。
　そんな医療人を育成します。

〒597-0104　大阪府貝塚市水間 158 番地
E-mail：nyushi@kawasakigakuen.ac.jp
HP：https://www.kawasakigakuen.ac.jp/

TEL：072-446-6700
FAX：072-446-6767

　昨今では医療の進展・複雑化に伴い一人ひとりの患者様の生活に
あわせた医療の提供が必要になってきました。
　そのためには多職種間で連携を図り、多方面の専門的な立場から
ケアを行う「チーム医療」が必要とされています。
　本学では他専攻との交流を通じて「チーム医療」を実践する上で
必要な “他職種への理解” を深め、卒業後にチーム医療が自然とこ
なせる環境を整えています。



運動に酸素がなぜ必要か？

１２歳からの頭は自己責任だ？

感覚の不思議

見えてるつもりの盲点

ミトコンドリア　～どこから来て、どんな働きをする？～

耳の仕組みと聴こえ

難聴者の聴こえ方

目で見ることば  ～聞こえない人・聞こえにくい人とのコミュニケーション～

人類の身体と二足歩行

歩行の比較生物学

意外と知らない糖のはなし

あなたは右脳派？左脳派？ ～左右の脳の働きを考える～

肩の専門家が教える！「肩の仕組みと使い方」

障がい者スポーツ「ボッチャ」を体験しよう

赤ワインポリフェノール（レスベラトロール）の健康寿命の延長効果

今からロコモティブシンドロームを予防する

デスクワークからの目の疲れ、肩こり、首のつっぱりを解消しよう！

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

言語聴覚学専攻

言語聴覚学専攻

言語聴覚学専攻

言語聴覚学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

作業療法学専攻

教授 酒井 桂太

教授 坪田 裕司

教授 坪田 裕司

教授 坪田 裕司

教授 中村 美砂

准教授 馬屋原 邦博

准教授 馬屋原 邦博

准教授 馬屋原 邦博

講師 岡 健司

講師 岡 健司

講師 大篭 友博

講師 水野 貴子

言語聴覚学専攻

言語聴覚学専攻

作業療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

准教授 村西 壽祥

教授 中柗 俊介

教授 後藤 隆洋

教授 中村 美砂

准教授 小枩 武陛

災害時の健康を守る運動について 理学療法学専攻 教授 峰久 京子

「手」を使うことがもたらす脳への影響 作業療法学専攻 助教 白岩 圭悟

見る記憶、聞く記憶について 教授 塚本 能三

講師 上田 有紀人実行（遂行）機能と日常生活

食品の健康に対する効果と生物学 講師 河野 良平

助教 久保 峰鳴

助教 久保 峰鳴

目的に合った筋力トレーニング

「ひざ」の健康を保つために

医療安全「人は誰でも間違える」 作業療法学専攻 教授 岸村 厚志

業授

日常生活の身体運動を科学する

障がい児に対する理学療法士の関わり

痛いと感じるだけが痛みじゃない？

地域の伝統食材について

理学療法学専攻

理学療法学専攻

理学療法学専攻

准教授 久利 彩子

講師 畑中 良太

助教 今井 亮太

言語聴覚学専攻 教授 宇都宮 洋才

左右の手の器用さをくらべてみよう！ 作業療法学専攻 准教授 石川 健二

フライングディスクを楽しもう 作業療法学専攻 教授 中柗 俊介

知って得する！「理学療法」～「痛み」の治し方 理学療法学専攻 講師 肥田 光正

クリケットにおけるメディカルサポートの実際 理学療法学専攻 講師 今岡 真和

記憶力ってはかれるの？ 言語聴覚学専攻 講師 芦塚 あおい

身近な「うつ病」を日常生活から予防する 作業療法学専攻 講師 井上 貴雄



園芸ボランティア養成講座 作業療法学専攻 助教 田崎 史江

季節の花を活かしたリハビリ体験 作業療法学専攻 助教 田崎 史江

飲むこと、食べることはどう違うのか？～嚥下のメカニズムについて～ 言語聴覚学専攻 助教 和田 英嗣

コミュニケーションにちょっと役立つ講座 言語聴覚学専攻 助教 和田 英嗣

車いすはみんなの大事な移動手段！ 理学療法学専攻 教授 古井 透

声のしくみ 言語聴覚学専攻 講師 芦塚 あおい

脳波からみる脳のはたらき 作業療法学専攻 准教授 石川 健二

住宅改造の支援による作業療法士の支援について 作業療法学専攻 教授 上島 健

病気やケガで片手が使えなくなったら？～ＯＴが行う支援～ 作業療法学専攻 教授 上島 健

室内で出来るレクリエーション 作業療法学専攻 教授 中柗 俊介

一人でできるレクリエーション 作業療法学専攻 教授 中柗 俊介

福祉用具を用いた腰痛を予防する移乗介助を学ぶ

役に立つ心理学！問題解決のための行動分析学 作業療法学専攻 教授 岸村 厚志

教授 岸村 厚志作業療法学専攻

ストレスとうまくつきあおう 教授 堺 景子

子どもの権利条約 言語聴覚学専攻 准教授 野村 和樹

不器用な子どもたち～読み書きが苦手な子ども～ 言語聴覚学専攻 准教授 髙橋 泰子

おもしろい “道具” を体験してみよう！！ 作業療法学専攻 講師 嶋野 広一

作業療法のお仕事～手芸ができなくても大丈夫～ 作業療法学専攻 教授 上島 健

リハビリテーションってなんだろう 作業療法学専攻 准教授 武井 麻喜

“作業” を分析してみよう！ 作業療法学専攻 准教授 武井 麻喜

“作業療法” って何だろう 作業療法学専攻 講師 嶋野 広一

ＯＴって何屋さん？ 作業療法学専攻 助教 田崎 史江

「こころの病」のリハビリテーション 作業療法学専攻 助教 大類 淳矢

目撃証言の信頼性 言語聴覚学専攻 講師 松尾 加代

医療従事者が人を笑顔にできる訳 理学療法学専攻 講師 今岡 真和

心身両面にアプローチする作業療法士の専門性 作業療法学専攻 助教 白岩 圭悟

理学療法士について

作業療法士について

言語聴覚士について

リハビリテーション職全体について

理学療法学専攻

作業療法学専攻

言語聴覚学専攻

ー

担当教員

担当教員

担当教員

担当教員

ひとにとって「幸せ」とは何だろう？ 作業療法学専攻 助教 白岩 圭悟

作業療法学専攻

理学療法士としての働き方 理学療法学専攻 講師 今岡 真和

言語聴覚士（ST）としゃべくりしませんか？
～進路について一緒に考えよう～

言語聴覚学専攻 助教 和田 英嗣

季節の園芸クラフト講座 作業療法学専攻 助教 田崎 史江

小論文・作文対策について

面接対策について

ー

ー

入試担当教員

入試担当教員
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１、申込用紙に必要事項をご記入の上、ＦＡＸもしくは E-mail にてご連絡ください。
　　高校関係の方はアドミッション・オフィス、地域住民の方は庶務係が受付窓口になります。
　　（受付後、本学担当者より内容確認のご連絡をさせて頂きます。）
２、ご希望の授業及び日程で調整させて頂きますが、ご希望に添えない場合もございます。
　　その場合は、ご相談させて頂き代替案及び代替日程のご提案をさせて頂きます。
３、本冊子に掲載している講座のほかにも、「このような授業を行って欲しい」等のご要望がございましたら、
　　お気軽にご相談ください。
４、当日の授業実施にあたり、「大阪河﨑リハビリテーション大学 企画」である旨の明示をお願い致します。

出前授業申込用紙

1. 学校・団体名

2. 担当者ご氏名

3. 連絡先

4. 希望授業

5. 希望日時

6. 参加予定人数

7. その他

大阪河﨑リハビリテーション大学
〒597-0104　大阪府貝塚市水間 158 番地
アドミッション・オフィス＝ TEL: 072-446-7400　 Mail: nyushi@kawasakigakuen.ac.jp

庶務係＝ TEL: 072-446-6700　 Mail: shomu@kawasakigakuen.ac.jp


